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研究成果の概要（和文）：本研究は，看護師が子育て期のがん患者やその子どもを中心とした家族にどのように
関わっているのか，がんに罹患した子育て期の母親が入院している際の子どもへの看護を明らかにした。研究方
法として，がん看護に携わる看護師20名に対してインタビュー調査を行った。
このデータを質的記述的に分析し，研究成果を学会発表（日本小児保健協会学術集会、European Health 
Psychology Society）した。最終的な結果は，子育て期にある女性がん患者の子どもとその家族への看護の実
態，及び必要とされるケアについての看護者の認識の2論文にまとめ，発表した。

研究成果の概要（英文）：This study revealed nursing for children of child-rearing mothers suffer 
from cancer. It was investigated about how nurses care for them and their families centered upon 
their children.The research methods in this study included semi-structured interviews conducted with
 20 nurses involved in cancer nursing．At the stage of analyzing this data, we published research 
results, AT the Annual Meeting of Japanese Society for Child Health, the European Health Psychology 
Society. 
Thesis submitted two papers and it was published．“Nursing for children of female patients with 
cancer in the child-rearing period and their families: a study of approach to children, maternal 
roles, and mother-child and family relationships” “Nursing for cancer patient families with 
children:ability of nurses to recognize when care is needed” 

研究分野： 生涯発達看護学
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１．研究開始当初の背景 
2002 年 WHO は緩和ケアを「生命を脅か

す疾患に伴う問題に直面する患者と家族に
対し，疼痛や身体的，心理社会的，スピリチ
ュアルな問題を早期から正確にアセスメン
トし解決することにより，苦痛の予防と軽減
を図り，生活の質（QOL）を向上させるため
のアプローチである。」と定義づけている。
悪性新生物（がん）は，どの年齢でも死因の
上位を占めており，30 代～40 代の子育て期
の親が罹患することも稀ではない。 
親ががんに罹患した子どもたちは精神的

衝撃を受ける。親ががんと診断された時の家
族看護では，子どもは家族の一員として扱わ
れることが多く，子どもに焦点をあてた支援
は，ほとんど注目されてこなかった。一方，
養育の大部分を担う親にとっても，“子ども
のこと”は最も大きな不安要因の１つである。
そこで本研究では，親ががんに罹患した子ど
もを対象に，当該子どもへの看護支援に焦点
をあて，病院における看護実態を調査し，看
護師に必要なケアを明らかにする。 
 
２．研究の目的 
親のがん治療過程において，“子ども”へ

看護師がどのように関わっているか。この中
での看護の現状を明らかにし，必要な看護を
明確化した上で，看護プログラム（ケアチェ
ック表）を開発し，評価する。 
 
３．研究の方法 
以下(1)～(5)の順に行う。 

(1)入院しているがん患者が子育て期である
場合，その患者の子どもへどのような関わり
をしているか。一般病院勤務の看護師とがん
看護専門看護師(各 10 名)へインタビュー調
査を行う。一般病棟ナースと専門ナースの着
目点の相違点を明確化し，不足する看護の抽
出を行う。 
 
(2)必要な看護の分析，明確化 
研究協力者の下，調査データの分析を行い，
必要な看護を明確にする。 
 
(3)子育て期にあるがん患者の子どもに対す
る看護支援プログラム(ケアチェック表)の
開発(2)で明確化した看護内容プログラム
（ケアチェック表）を開発する。 
 
(4)看護支援プログラム(ケアチェック表)の
導入一般病棟（2 病院 2 セクション）で 6 ヵ
月間チェック表を用いて，看護を行う。介入
前に説明を行い，病棟全体でケアチェック表
を用いて現状の看護の評価を行う。 
 
(5) (4)看護支援プログラム(ケアチェック
表)の導入後の評価 
（3）でおこなったものと最終に行ったもの
チェック表の比較，評価を行う。また実際に 
ケアチェック表を使用した一般病院勤務の

看護師へのインタビュー（10 名）を行う。 
 
４．研究成果 
 
研究方法の（1）～（5）の計画のうち，（1）
～（2）までを明らかにした。 
 
本研究では，看護師が子育て期のがん患者

やその子どもを中心とした家族にどのよう
に関わっているのか，がんに罹患した子育て
期の母親が入院している際の子どもへの看
護を明らかにした。 
研究方法は，がん看護に関わる看護師 20 

名（一般病院勤務の看護師 10 名，がん看護
専門看護師 10 名)へ半構成的面接法を実施
した。 
分析は，質的記述的方法にて子どもに対す

る関わりに関連する文脈を抜き出し，意味を
読み，コード化した。 
結果，がんに罹患した母親とその子どもへ

の看護として，【子どもの生活背景や行動面
から子どもの思いを組み取る関わり】，【子ど
もも母親をサポートする家族の一員として
尊重する関わり】，【子どもの年齢・発達や経
験に合わせた関わり】【患者役割と母親役割
とのバランスを考えた関わり】，【未来に続く
母子関係が病気や治療によって阻まれるこ
とが無いような関わり】，【家族が同じ方向に
進んでいけるような関わり】，【子どもをサポ
ートしてくれる者への支援】の 7 カテゴリ－
が抽出された。 
この 7つのカテゴリーを看護師が子どもに

関わる上で認識している視点に分けると，子
どもへの関わりは直接的な関わりだけはな
く，間接的な関わり，母子関係への関わり，
子どもを中心とした家族への関わりの4つの
側面から子どもの看護に繋げて行っている
ことが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
論文中に4側面からの具体的な看護実践デ

ータを示したことから，実際に関わる方法や
不足する看護支援について，多面的な側面か
ら看護実践に取り入れていけるものと考え
る。 
 
次に，がん患者の子どもへの看護を行う看

護師の認識を明らかにした。 
調査方法は，子育て期にあるがん患者の子

どもへの看護についての経験を持つ看護師 4
名（一般病棟看護師 2名，がん看護専門看護
師 2名）を対象に，実際のケアの経緯やケア
の根拠，考えや思いについて質的記述的方法
にて分析した。分析は，女性のがん患者の子
どもへの実際のケアとケアに至るまでの考
えを文脈ごと抜き出し，「ケアの経緯や根拠
の看護の認識」と「これまでの実際のケア」
の視点から解釈しカテゴライズした。 
この中で明らかになったことは，①患者や

家族のライフステージを見通した関わり②
病院外での子どもと他者の関係性をイメー
ジした関わり③子どもからの視点を持った
関わり④専門看護師としての高い役割意識
と内省を生かした関わりであった。 
がん患者の家族の一員である子どもへの関

わりとして，急性期，慢性期，ターミナル期
と治療期をある期間で区切った関わりでは
なく，母親ががんと告知されたその時から
様々な進行状況を想定した，見通しのある関
わりをいかにを持ち，④のように看護者とし
ての高い専門性を生かした看護実践に生か
せるかが必要であることが示唆された。 
さらに，①②③のようにがん患者とその家

族に関わる上で，患者やその家族が持つ視点
や様々な役割にまで，看護師が広い視点を持
つことが重要であることが明らかになった。 
 
今後の課題として，現在がん治療は外来で

も行われるため，対象看護師を外来看護師等
に拡大し，調査を行う必要がある。また，幼
児期，学童期，思春期等子どもの発達段階に
合わせた看護師の関わりについても明確に
していく必要がある。 
分析によって明らかになった課題点と今

回の研究で明らかになった内容を活用しな
がら，今後看護師の認識の向上と具体的な看
護実践を行っていけるような教育プログラ
ムを検討していきたいと考える。 
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